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中庭を介して視線がぶつかる

ヒートショックの対策として
外気を受けにくいゾーニング

車いすで直進可能

スタッフ動線

通所介護施設利用者動線

飛び出た各室は
安心して過ごせる空間

スタッフ動線

自動販売機

畳のこ上がりは安心感のあるデザインで
市民が集える空間

自習スペース
動線

活動を見せることで
参加しやすくしたり
多様性を感じられる

大きな開口はひらくと
広場につながり外部も
イベントスペースとして機能する。
開催中も来館者を出迎えることができる配置

メインエントランス

周辺は歩行者が少ないため、内部に開く建築とし内部の魅力度を高める。
屋根下を通り抜け入館することで外部と視覚的に区切り、
中庭とそこから拡がる古き良き建物外観を強調させる。
手前にはデッキを利用する人、地元らしい畑を介し、奥に通所介護施設が
伺え、それぞれの賑わいが感じ取れる。

内部は区切って利用可能

様々な人数単位に対応できる。
集中できる閉鎖的な空間に
吹き抜けを設け空間に変化を与える。

利用者主体の食堂で協力する

スタッフ動線

３つのまじわり
① 食でつながる

② 風呂でつながる

③ イベントでつながる

育てる・調理する・食べる

　共同畑・調理室・食堂

自然学習

知恵、文化、味の継承

協力 孤食の解消

畳のこあがりになっている食堂は、祖父母の家の
ような雰囲気をイメージした。
複数人を効率よく収容し、スタッフの対応も容易
となる。
他人とテーブルを共有しご飯を食べ、テレビをみ
たりボードゲームをしたり、、
自然と交流が生まれるアットホームな空間。
冬は掘りごたつで雪が積もった畑を眺める。

 現在塩尻市の既存の事業として行われている
「お風呂交流会」の推進拠点とする。
通所介護施設の浴室を開放できる扉とし、
足湯イベントを可能とした。浴室は縁側で
つながれ、湯上りに休むこともできる。
子供たちは遊び感覚でリラックスして他者との
コミュニケーションをとれる。
親は子供が他人との交流を持つことで子供の
成長が見られ、高齢者は子供たちへの教えお手本
になることで、社会に貢献していると感じ、
それぞれに役割を再確認できる。

イベントルームは外部に大きく開き、マルシェ
などの物販イベントも想定しいている。
大空間は間仕切りで区切ることができる。
また、調理室と隣接させてつくることで、
飲食を伴うイベントも可能である。
この際、イベントルームを使う場合と、
調理室のみを使う場合を考えデッキを設けた。
災害時には、イベントルームが避難場所となり
調理室で炊き出しができるようにもなっている。

スタッフとも会話がうまれる

居場所を選べる

リラックス 役割の再確認

開く

他者理解

通常の用途とは異なる活動で施設の
利用効率を上げ、新しい体験ができる

多目的利用 魅力の発信 地域経済の発展
イベントルーム

調理室

イ
ベ
ン
ト
で
利
用

調
理
室
の
み
の
利
用

広場につながる

中庭に開く

視線の交差

視線の交差

遊戯室には手を洗って
から入る。

ベビーカーも置ける
広めの準備室

子供動線

食堂へ

誰でも使える施設の洗濯室を兼ねた
コインランドリー。利用のついでに、
食堂で終了を待ちながら使える。

せせらぎ公園を眺める
子供たちを見守る

音の観点から空間は区切りつつ、他者の気配は
分かる工夫。アイレベルは違うため、
見ようと思えば見える。でも視線が気にならない距離感を
作っている。

廊下で各室の機能をつなぐことによって出る「動き」外観は有機的
で自然と調和する。部屋から部屋へ、部屋の中からの景色の移り
変わりが楽しめる平面構成。

流動的なボリューム

廊下でつなぐ

柱は掲示物を用いた小会議にも使える。

天井まで壁を伸ばさない。
廊下に光をいれ、連続的な空間とする。

地中を通して山の中腹にある川から
傾斜を利用し水をひく。

せせらぎ公園

画像1

画像1

画像2

画像2

画像3

画像3

画像4

画像4

傾斜に対し垂直に建物を配置することでうまれた
室内の傾斜を遊び心くすぐるポジティブなデザイン
で解消する。

滑り台

既存の道路を利用し、利用者は
送迎車から直接アクセスできるよう
この位置に通所介護施設を配置した。

キッチンとトイレを配置すると疎外感が出てしまう。
出入りの多い子供の施設.自習スペース側にそれら機能を
配置しつつ、入ってすぐにこ上がりとそこで話す人が見える
ようにすることで、交流の輪に入りやすくする。

駐車場

ゾーニング
施設の顔として図書館を道路に面して配置する。
採光の優先順位として高い、通所介護施設と子供の施設については
、通所介護施設は既存の道路を活かし直接アクセスできるよう、
一番南に配置した。
子供の施設は北に置き、通所介護施設と距離を置いて二階に持ち
上げることで光を取り入れた。
多目的利用を促すため、自習室はイベントルームを通る形で置く。
食堂を利用者交流の場として機能させるために、それら機能の
中間に配置している。


